
」
ストップ・ザ・温暖化！ストップ・ザ・温暖化！

～私たちにできること～～私たちにできること～

町では、第４次伊奈町地球温暖化対策実行計画に基づき、町の事務・事業に伴う温室効果ガス排出量を、令和町では、第４次伊奈町地球温暖化対策実行計画に基づき、町の事務・事業に伴う温室効果ガス排出量を、令和
12年度までに3,885,781㎏-CO₂（平成25年度比で50％削減）とすることを目標に、温室効果ガス排出量削12年度までに3,885,781㎏-CO₂（平成25年度比で50％削減）とすることを目標に、温室効果ガス排出量削
減に取り組んでいます。減に取り組んでいます。

ごみの減量化にご協力くださいごみの減量化にご協力ください
町が排出する温室効果ガスの割合の多くは、電気使用量と廃棄物の焼却によるものです。廃棄物を焼却すると熱量町が排出する温室効果ガスの割合の多くは、電気使用量と廃棄物の焼却によるものです。廃棄物を焼却すると熱量
が膨大化し、温室効果ガスが多量に発生します。が膨大化し、温室効果ガスが多量に発生します。
皆さんの行動を少し変え、家庭や事業所から出るごみを減らすことで、温室効果ガス排出量を削減できます。「必要な皆さんの行動を少し変え、家庭や事業所から出るごみを減らすことで、温室効果ガス排出量を削減できます。「必要な
ものだけ購入する」「物を大切に（無駄なく）使う」「食べ残しをしない」など、普段からごみの減量化にご協力ください。ものだけ購入する」「物を大切に（無駄なく）使う」「食べ残しをしない」など、普段からごみの減量化にご協力ください。

町の取り組み町の取り組み
役場庁舎・各施設の節電、紙使用量の抑制などに努めているほか、照明のLED化などを進めています。役場庁舎・各施設の節電、紙使用量の抑制などに努めているほか、照明のLED化などを進めています。

単位：ｋｇ－CO２

調査項目 排出される
温室効果ガス

基準年度
（平成25年度） 令和７年度 基準年度比

電気使用量

ＣＯ２

3,316,865 3,080,105 -7.14%
廃棄物焼却量 3,725,054 1,797,248 -51.75%

燃
料
使
用
量

ガソリン 75,381 38,193 -49.33%
灯油 57,962 9,372 -83.83%
軽油 19,490 8,926 -54.20%
A重油 528,856 323,484 -38.83%
都市ガス 0 215,082
LPG 45,029 22,861 -49.23%

公用車の走行量 CH4　N2O 2,023 1,078 -46.70%
封入カーエアコンの使用量 HFC 901 845 -6.20%
総排出量（ＣＯ₂換算） 7,771,562 5,497,194 -29.27%

令和７年度　町の事務・事業に伴う温室効果ガス排出量令和７年度　町の事務・事業に伴う温室効果ガス排出量

町の事務・事業に伴う温室効果ガス排出量の内訳

活動区分別排出割合

お疲れ様でした
人権擁護委員の内村ひろえ氏が、９月30日の任期満了により勇退されました。内村氏は
平成29年10月に人権擁護委員に委嘱され、町の人権の擁護と推進に貢献されました。

人権擁護委員に委嘱されました

※�平成25年度と令和７年度の数値は小数点以下を四捨五入し、基準年度比は小数点以下の数値も含めて計算している�
ため、総排出量および基準年度比の数値が計算と異なる場合があります

辻本 一也 氏

問　人権推進課   2241
10月１日付で法務大臣から人権擁護委員に委嘱されました。
人権擁護委員は、人権侵害の問題などの相談に応じています。町の相談会をご利用ください。
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問　環境対策課   2253
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